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項目 日本 米国 中国
～21時 0.8 3.9 1.5
21～22時頃 2.8 18.0 9.4
22～23時頃 12.3 38.3 42.6
23～0時頃 25.2 22.0 35.9
0～1時頃 35.6 8.4 7.8
1～2時頃 16.2 3.9 1.2
2時～ 6.7 1.4 1.1
無回答 0.3 4.1 0.5
表 2　対象者の属性















































































表 3―1　アルバイトの目的　  　　　　　　　（％）

























































































































































































































































表 7―2　タバコを吸う人は 1日何本程度吸うか　　　　　 （％）














群 項　目 本学学生 他大学生
Ⅰ群
1. 頭が重い
2. 全身がだるい
3. 足がだるい
4. あくびがでる
5. 頭がぼんやりする
6. ねむい
7. 目がつかれる
8. 動作がぎこちない
9. 足もとがたよりない
10.横になりたい
1.63± 1.05
2.03± 1.19
1.88± 1.10
2.85± 1.35
2.13± 1.33
3.18± 1.43
2.51± 1.42
1.73± 1.09
1.62± 0.96
2.65± 1.58
1.60± 0.89
1.88± 0.99
1.81± 1.01
2.63± 1.08
2.10± 1.09
3.10± 1.20
2.34± 1.12
1.51± 0.82
1.36± 0.78
2.35± 1.29
Ⅱ群
11.考えがまとまらない
12.話をするのがいやになる
13.いらいらする
14.気がちる
15.物事に熱心になれない
16.ちょっとしたことが思い出せない
17.することに間違いが多くなる
18.物事が気にかかる
19.きちんとしていられない
20.根気がなくなる
2.16± 1.31
1.79± 1.17
1.99± 1.28
2.05± 1.26
1.87± 1.06
2.06± 1.26
1.82± 0.97
20.9± 1.28
1.87± 1.19
2.00± 1.25
2.01± 1.12
1.75± 0.97
1.76± 0.90
1.83± 1.00
1.93± 1.14
1.99± 1.08
1.80± 1.03
1.81± 1.01
1.64± 0.99
1.85± 1.04
Ⅲ群
21.頭がいたい
22.肩がこる
23.腰がいたい
24.いき苦しい
25.口がかわく
26.声がかすれる
27.めまいがする
28.まぶたや筋肉がピクピクする
29.手足がふるえる
30.気分がわるい
1.68± 1.13
2.20± 1.50
2.25± 1.51
1.49± 0.96
1.94± 1.28
1.60± 1.08
1.66± 1.15
1.70± 1.10
1.37± 0.80
1.52± 0.97
1.51± 0.90
2.27± 1.36
2.32± 1.50
1.28± 0.70
1.58± 0.93
1.51± 0.97
1.26± 0.62
1.41± 0.82
1.11± 0.40
1.20± 0.52
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己診断したものである。2未満を健やかな状態
と仮定し，全員がそこに該当することを期待し
たが，Ⅰ群ではそれに該当したのは10項目中4
項目で，残りの「全身がだるい」「あくびがで
る」「頭がぼんやりする」「目がつかれる」「横
になりたい」「ねむい」の項目は日常的に体感
しており，特に，昼間に眠気を催す学生が多
かった。Ⅱ群では健やかな状態と回答したのは
10項目中5項目で，「考えがまとまらない」「気
がちる」「ちょっとしたことが思い出せない」
「物事が気にかかる」「根気がなくなる」の項目
に該当すると回答した学生が多かった。Ⅲ群で
は「肩がこる」「腰がいたい」に該当者が多かっ
た。この結果については，今後，学生の生活状
態との因果関係を解析していく予定である。
要約
　本学の学生が正しい生体リズムを維持する生
活実態となっているかどうかを，生活実態状況
と日本産業衛生協会提案の「自覚症状しらべ」
を用いて調査を行ない分析した。その結果，本
学学生の多くが，就寝時間が遅く正しい日内リ
ズムが維持されていないうえ，食物摂取が深夜
におよぶこともあり，朝食欠食率も高いこと，
運動や食事への関心も低いことが分かった。そ
の結果「全身がだるい」「あくびがでる」「頭が
ぼんやりする」「目がつかれる」「横になりたい」
「ねむい」を日常的に体感しており，特に，昼
間に眠気を催す学生が多くあった。以上の結果，
現在の学生に対して生活習慣や食事など包括的
で適切な健康教育が必要と考えられる。
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